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「歳末たすけあい配分事業実施」「地震災害義援金募金箱設置」

ホンゲンギョウ等の昔からの慣習を、今の環境や生活に
合わせたやり方で(できる範囲で)遺していけるといいね！

年神様の送り火を焚く行事「ホンゲンギョウ」は、正月７日早朝に各家の屋敷の入り口辺りで門松やしめ縄飾り等を焚いたり、

数軒が一緒に焚いたりしていましたが、最近では神社や広場等で町区の年中行事として行われています。

新わらを真竹で巻いて3～5ｍの高さに立てたものにしめ縄飾りや古いお札等を入れ、火をつけます。火が勢いよく燃えあがる

と、竹がパーン！パーン！と大きな音をたててはじけます。この音で鬼を追い払うといわれています。

また、ホンゲンギョウの火で焼いた餅を食べると風邪をひかない、青竹をホンゲンギョウの火で３～４か所焼いて三角に曲げ、

屋敷の入口や鬼門に立てておくと、魔除けや泥棒除けになるという俗信があります。

年中行事『ホンゲンギョウ』を行いました！

＊お問い合わせ先＊弥生が丘地区まちづくり推進協議会事務局（弥生が丘まちづくり推進センター内）

☎ 0942-55-8633（9時～ 17時 ※日祝除く）

弥生が丘地区行事予定

「弥生が丘南区」「柚比町」
１／８
（祝・月）

１／7
（日）

７５歳以上の一人暮らしの方や７６歳以上のご夫婦のみで生活されて

いる方、障がいをお持ちの方など１２５世帯を対象に歳末たすけあい事

業として贈り物をしました。民生委員さんが

お宅を訪問して直接お渡ししていただくこと

で、コミュニケーションを深め、地域活動を

身近に感じてもらうことができました。

「歳末たすけあい配分事業」 「令和６年能登半島地震災害義援金」の
募金箱設置について

・設置場所：弥生が丘まちづくり推進センター

・設置期間：令和６年１月１１日（木）から

令和６年３月２９日（金）まで

日本赤十字社佐賀県支部鳥栖市地区
(社会福祉法人鳥栖市社会福祉協議会)

今般の地震災害により能登半島において多数の被
害が発生し、これを受け、本地区では日本赤十字社

が行う「令和６年能登半島地震災害義援金」の受付

を行うことといたしました。

つきましては、多くの皆様からご協力をいただき

たいと思いますので、募金箱の設置についてご理解、

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。


